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教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅱ ３ 第２学年 

Revised POLESTAR 

English Communication Ⅱ 

ターゲット 1400 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

コミュニケーション英語ⅡはⅠの発展として「話すこと」「書くこと」「聞くこと」「読むこと」の 4 技

能の力をつける授業です。様々な題材の英文を題材に、英語の表現や文法の使い方を確認しながら、書

かれた内容を正確に理解するとともに、背景知識や文化も学びます。音読を大切にすることで、英語の

リズムやイントネーションを身につけ、学習したことが定着するようにします。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「英語表現」（２単位）、「総合英語発展 A」（３単位）、及び異文化理解（２単位）  

主な教材：左記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・聞いたり読ん

だりしたこと，

学んだことや

経験したこと

に基づき，情報

や考えなどに

ついて，話し合

うなどして結

論をまとめる

ことができる。 

・説明や描写の

表現を工夫し

て，相手に効果

的に伝わるよ

うに話すこと

ができる。 

・与えられた条

件に合わせて，

即興で話すこ

とができる。 

英語表現 

・発表 

・スピー
チ 

・聞いたり読んだ

りしたこと，学ん

だことや経験した

ことに基づき，情

報や考えなどにつ

いて，まとまりの

ある文章を書くこ

とができる。 

・論点や根拠など

を明確にしながら

書くことができ

る。 

・説明や描写の表

現を工夫して，相

手に効果的に伝わ

るように書くこと

ができる。 

英語表現 

異文化理

解 

・スピー

チ原稿等

提出物 

・事物に関する

紹介や報告，対

話や討論などを

聞いて，情報や

考えなどの概要

をとらえること

ができる。 

 

・未知の語の意

味を推測したり

背景知識を活用

したりしながら

聞くことができ

る。 

総合英語

発展 A 

・インタ

ビューテ

スト 

・定期考
査 

・説明，評
論，物語，
随筆など
を速読し
て，概要
をとらえ
ることが
できる。 

 

・文章の構
成を考え
ながら読
むことが
できる。 

・図表との
関連を考
えながら
読むこと
が で き
る。 

総合英語

発展 A 

異文化理

解 

・定期考
査 

 



３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

持ち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」「書くこと」の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」「読むこと」の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施。 

英語やその運用についての知

識を身につけているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

( 7 時間) 
日本在住の

様々な国籍

の人に行っ

たインタビ

ューからわ

かる外から

見た日本の

姿 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

日本人や日本文化に
ついて理解し・表現
する。 

日本人や日本文化と
外国人から見た日本
の評価。 

日本人や日本文化
について，知ってい
ることや思ってい
ることを発言しよ
うとしたり，聞こう
としたりする。 

 

グループワークを
観察する。 

ワークシートの提
出 

「外国語表現の能力」 

完了不定詞／to-不定
詞の受動態／助動詞
＋have＋過去分詞 

を用いて，正しい文
を書く。 

完了不定詞／to-不定
詞の受動態／助動詞
＋have＋過去分詞 

完了不定詞／to-不
定詞の受動態／助
動詞＋have＋過去
分詞 を用いて，正
しい文を書くこと
ができる。 

ワークシートの提出 

「外国語理解の能力」 

日本人の自国に対す
る意識と外国人から
の視点を理解する 

日本人の自国に対す
る意識と外国人から
の視点 

日本人の自国に対
する意識と外国人
からの視点が理解
できる。 

授業中の T/F や

Q&A、そして定期テ

ストの内容理解問題

で判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

完了不定詞／to-不定
詞の受動態／助動詞
＋have＋過去分詞 

の用法を理解する 

完了不定詞／to-不定
詞の受動態／助動詞
＋have＋過去分詞 の
用法 

完了不定詞／to-不
定詞の受動態／助
動詞＋have＋過去
分詞 の用法を理解
している。 

言語の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
問題で判断する。 

Lesson 2 

( 7 時間) 
高齢者や障

がい者だけ

でなく，す

べての人に

とって使い

やすいデザ

イン 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ユニバーサル・デザ
インについて，知っ
ていることや思って
いることを発言しよ
うとしたり，聞こう
としたりする。 

様々なユニバーサル
デザインとその概念 

ユニバーサル・デザ
インについて，知っ
ていることや思っ
ていることを発言
しようとしたり，聞
こうとしたりする。 

ワークシートの提出 

「外国語表現の能力」 

前置詞と関係代名詞
／形式目的語 it を
用いて，正しい文を
書く。 

前置詞と関係代名詞
／形式目的語 it 

前置詞と関係代名
詞／形式目的語 it 
を用いて，正しい文
を書くことができ
る。 

ワークシートの提出 

「外国語理解の能力」 

バリアフリーとユニ
バーサル・デザイン
の違いについて、ま
たロナルド・L・メイ
スの考えについて理
解する 

バリアフリーとユニ
バーサル・デザインの
違い 

ロナルド・L・メイス
の考え 

バリアフリーとユ
ニバーサル・デザイ
ンの違いについて
理解できる。 

ロナルド・L・メイ
スの考えについて
理解できる。" 

授業中の T/F や

Q&A、そして定期

テストの内容理解

問題で判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

前置詞と関係代名詞
／形式目的語 it の
用法を知る。 

前置詞と関係代名詞
／形式目的語 it  

前置詞と関係代名
詞／形式目的語 it 
の用法を知ってい
る。 

言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの問題で

判断する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

( 7 時間) 
飢餓に苦し

む人々と食

べ過ぎによ

って健康を

害する人々

―両方を救

うために考

え ら れ た

Table For 

Two の取り

組み 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

世界の食糧事情につい

て学び、発言する。  

世界の食糧事情や人々の

考え。 

世界の食糧事情につ

いて，知っていること

や思っていることを

発言しようとしたり，

聞こうとしたりする。

  

ペアワークの観察 

ワークシートの提出 

「外国語表現の能力」 

関係副詞の継続用法
／関係代名詞の継続
用法／進行形の受動
態 の用法を理解す
る。 

関係副詞の継続用法
／関係代名詞の継続
用法／進行形の受動
態  

関係副詞の継続用
法／関係代名詞の
継続用法／進行形
の受動態 を用い
て，正しい文を書く
ことができる。
 

  

ワークシートの提出 

「外国語理解の能力」 

Table for Two のシ
ステムとその活動内
容について知り、そ
れによってもたらさ
れた効果について理
解する。 

Table for Two のシス
テムとその活動内容に 

Table for Two によっ
てもたらされた効果 

Table for Two のシ
ステムとその活動
内容について理解
できる。 

Table for Two によ
ってもたらされた
効果について理解
できる。 

授業中の T/F や

Q&A、そして定期テ

ストの内容理解問題

で判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

関係副詞の継続用法
／関係代名詞の継続
用法／進行形の受動
態 を知る。 

関係副詞の継続用法
／関係代名詞の継続
用法／進行形の受動
態  

関係副詞の継続用
法／関係代名詞の
継続用法／進行形
の受動態 を知っ
ている。 

言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの問題で

判断する。 

Lesson 4 

( 7 時間) 
座礁したト

ル コ 船 の

人々の手助

けをした日

本人．およ

そ100年後，

日本人を救

ってくれた

のはトルコ

であった 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

トルコとエルトゥー
ルル号について学
び、感想を表現する。 

トルコとエルトゥー
ルル号についての歴
史や事実 

トルコとエルトゥ
ールル号について，
知っていることや
思っていることを
発言しようとした
り，聞こうとしたり
する。 

グループワークの観

察 

「外国語表現の能力」 

完了形の分詞構文／
what＋(little/few)＋
名詞～／未来完了形 

を用いて，正しい文
を書く。 

完了形の分詞構文／
what＋(little/few)＋
名詞～／未来完了形  

完了形の分詞構文
／what＋
(little/few)＋名詞
～／未来完了形 を
用いて，正しい文を
書くことができる。 

ワークシートの提出 

「外国語理解の能力」 

エルトゥールル号遭
難時の大島の人々の
行動を理解する 

エルトゥールル号遭
難時の大島の人々の
行動 

エルトゥールル号
遭難時の大島の
人々の行動の内容
が理解できる。 

授業中の T/F や

Q&A、そして定期テ

ストの内容理解問題

で判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

完了形の分詞構文／
what＋(little/few)＋
名詞～／未来完了形 

の用法を理解する。 

完了形の分詞構文／
what＋(little/few)＋
名詞～／未来完了形  

完了形の分詞構文
／what＋
(little/few)＋名詞
～／未来完了形 の
用法を知っている。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの問題で判断す

る。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5 

( 7 時間) 
「どうせ無

理」という

言葉を否定

す る た め

に，自らロ

ケットを作

る会社を立

ち上げ宇宙

開発を行う

植松努氏の

ストーリー 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ロケット開発の歴史と

植松努さんの経歴や彼

の会社についてについ

て知る 

ロケット開発の歴史 

植松努さんの経歴や彼の

会社についてについて 

ロケット開発と植松

努さんの経歴や彼の

会社についてについ

て，知っていることを

発言しようとしたり，

聞こうとしたりする。 

ペアワークの観察 

「外国語表現の能力」 

a. be＋to-不定詞 ／
句や節を受ける
which を用いて，正
しい文を書く。 

a. be＋to-不定詞 ／句
や節を受ける which

の用法 

a. be＋to-不定詞 

／句や節を受ける
which を用いて，正
しい文を書くこと
ができる。 

ワークシートの提出 

「外国語理解の能力」 

植松努さんが北海道
へ戻ってロケット開
発を始めるまでの経
緯を理解する。 

植松努さんが北海道
へ戻ってロケット開
発を始めるまでのい
きさつ 

植松努さんが好きで
はない言葉とその理
由 

a. 植松努さんが北海

道へ戻ってロケット

開発を始めるまでの

いきさつが理解でき

る。 

授業中の T/F や

Q&A、そして定期テ

ストの内容理解問題

で判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

be＋to-不定詞／句や
節を受ける which  

の用法を知る。 

be＋to-不定詞／句や
節を受けるwhich  の
用法 

be＋to-不定詞／句
や節を受ける
which  の用法を
知っている。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの問題で判断す

る。 

Lesson 6 

( 7 時間) 
ブラジルの

都市，クリ

ティバの市

長による市

民のための

都市改革 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ブラジルやその文化
とクリティバについ
て，知り、調べたこ
とを表現する。 

ブラジルやその文化
とクリティバの都市
改革 

ブラジルやその文
化とクリティバに
ついて，知っている
ことや思っている
ことを発言しよう
としたり，聞こうと
したりする。 

グループワークの観

察 

ワークシートの提出 

「外国語表現の能力」 

複合関係詞／S＋
V(使役動詞)＋O＋
C(過去分詞) の用
法。 

複合関係詞／S＋V(使
役動詞)＋O＋C(過去
分詞)  

複合関係詞／S＋
V(使役動詞)＋O＋
C(過去分詞) を用
いて，正しい文を書
くことができる。 

ワークシートの提出 

「外国語理解の能力」 

クリティバが抱えて
いた都市問題につい
て理解する。 

クリティバが抱えて
いた都市問題 

クリティバが抱え
ていた都市問題に
ついて理解できて
いる。 

授業中の T/F や

Q&A、そして定期テ

ストの内容理解問題

で判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

複合関係詞／S＋V(使

役動詞)＋O＋C(過去分

詞)  の用法を理解す

る。 

複合関係詞／S＋V(使役

動詞)＋O＋C(過去分詞)   

複合関係詞／S＋V(使

役動詞)＋O＋C(過去

分詞)  の用法を知

っている。 

言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの問題で

判断する。 

 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7 

( 7 時間) 
 

英語での落

語を行い，世

界のあらゆ

る地域で活

躍している

桂かい枝さ

ん 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

落語と英語落語につい

て知り、調べたり考え

たりしたことを表現す

る。 

落語と英語落語の歴史や

広まり方 

落語と英語落語につ

いて，知っていること

や思っていることを

発言しようとしたり，

聞こうとしたりする。 

ペアワークの観察 

「外国語表現の能力」 

so/neither＋(助)動詞
＋主語／as if ～ 
を用い表現する。 

so/neither＋(助)動詞
＋主語／as if ～  

so/neither＋(助)動
詞＋主語／as if 

～ を用いて，正
しい文を書くこと
ができる。 

ワークシートの提出 

 

「外国語理解の能力」 

『しわい屋』の内容
をと桂かい枝さんの
活動の内容について
理解する。 

『しわい屋』の内容 

桂かい枝さんの活動 

『しわい屋』の内容
が理解できている。 

b. 桂かい枝さんの
活動の内容につい
て理解できている 

授業中の T/F や

Q&A、そして定期テ

ストの内容理解問題

で判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

so/neither＋(助)動詞
＋主語／as if ～ 
の用法を知る。 

so/neither＋(助)動詞
＋主語／as if ～  

so/neither＋(助)動
詞＋主語／as if ～ 
の用法を知ってい
る。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの問題で判断す

る。 

Lesson 8 

( 7 時間) 
ラグビー・

ワールドカ

ップを通じ

て人種を超

えて国をひ

とつにした

ネルソン・

マンデラ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ネルソン・マンデラ
やラグビー・ワール
ドカップについて学
び、調べたことや考
えを表現する。 

ネルソン・マンデラに
ついて 

ラグビー・ワールドカ
ップについて 

ネルソン・マンデラ
やラグビー・ワール
ドカップについて，
知っていることや
思っていることを
発言しようとした
り，聞こうとしたり
する。 

ペアワークの観察。 

「外国語表現の能力」 

関係代名詞の継続用
法(～＋of which 

[whom])／仮定法現
在／結果を表す to-

不定詞 を用いて，
表現する。 

関係代名詞の継続用
法(～＋of which 

[whom])／仮定法現在
／結果を表す to-不定
詞  

関係代名詞の継続
用法(～＋of which 

[whom])／仮定法
現在／結果を表す
to-不定詞 を用い
て，正しい文を書く
ことができる。 

ワークシートの提出 

「外国語理解の能力」 

南アフリカの人種問
題とマンデラについ
て理解する 

南アフリカの人種問
題とマンデラについ
て 

南アフリカの人種
問題とマンデラに
ついて理解できて
いる。 

授業中のT/FやQ&A、

そして定期テストの

内容理解問題で判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

関係代名詞の継続用
法(～＋of which 

[whom])／仮定法現
在／結果を表す to-

不定詞 の用法を理
解する。 

関係代名詞の継続用
法(～＋of which 

[whom])／仮定法現在
／結果を表す to-不定
詞  

関係代名詞の継続
用法(～＋of which 

[whom])／仮定法
現在／結果を表す
to-不定詞 の用法
を知っている。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの問題で判断す

る。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 9 

( 7 時間) 
水問題を抱え

たシンガポー

ルが下水を浄

化・精製して

作 る 再 生 水

「NEWater」 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

世界の水問題につい

て，学び、知っている

ことや思っていること

を表現する。 

世界の水問題について 

NEWater について 

世界の水問題につい

て，知っていることや

思っていることを発

言しようとしたり，聞

こうとしたりする。 

ワークシートの提出 

グループワークの観

察 

「外国語表現の能力」 

a. 過去分詞の分詞
構文／いろいろな仮
定法 を用いて，正
しい文を書く。 

a 過去分詞の分詞構
文／いろいろな仮定
法  

過去分詞の分詞構文

／いろいろな仮定法 

を用いて，正しい文を

書くことができる。 

ワークシートの提出 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの問題で判断す

る。 

「外国語理解の能力」 

シンガポールの水事
情と NEWater が作
られたいきさつにつ
いて理解する。 

シンガポールの水事
情とNEWaterが作ら
れたいきさつ 

シンガポールの水
事情と NEWater

が作られたいきさ
つについて理解で
きている。 

授業中の T/F や

Q&A、そして定期テ

ストの内容理解問題

で判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

過去分詞の分詞構文
／いろいろな仮定法 
の用法を理解する。 

過去分詞の分詞構文
／いろいろな仮定法  

過去分詞の分詞構
文／いろいろな仮
定法 の用法を知
っている。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの問題で判断す

る。 

Lesson 10 

( 7 時間) 
「 Less is 

more」という

考えに基づい

た デ ザ イ ン

は，建築だけ

でなくさまざ

まなものにも

取り入れられ

ている 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

Less Is More という
考えと桂離宮につい
て理解し、知ってい
ることや思っている
ことを伝える。 

Less Is More という
考え 

桂離宮について 

Less Is More とい
う考えと桂離宮に
ついて，知っている
ことや思っている
ことを発言しよう
としたり，聞こうと
したりする。 

グループワークの観

察 

「外国語表現の能力」 

付帯状況の with／
関係詞節中に他の節
を含む場合／主語の
省略 を理解する。 

付帯状況の with／関
係詞節中に他の節を
含む場合／主語の省
略  

付帯状況の with／
関係詞節中に他の
節を含む場合／主
語の省略 を用い
て，正しい文を書く
ことができる。 

ワークシートの提出 

グループワークの観     

察 

「外国語理解の能力」 

ブルーノ・タウトが
桂離宮に魅了された
いきさつ、禅と茶道
の共通点についてに
ついて知り、自分の
考えを表現する。 

ブルーノ・タウトが桂
離宮に魅了されたい
きさつ 

禅と茶道の共通点 

ブルーノ・タウトが
桂離宮に魅了され
たいきさつ、禅と茶
道の共通点につい
てについて理解で
きている。 

授業中の T/F や

Q&A、そして定期テ

ストの内容理解問題

で判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

付帯状況の with／
関係詞節中に他の節
を含む場合／主語の
省略 の用法を理解
する。 

付帯状況の with／関
係詞節中に他の節を
含む場合／主語の省
略  

付帯状況の with／
関係詞節中に他の
節を含む場合／主
語の省略 の用法
を知っている。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの問題で判断す

る。 



 


